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11
月
７
日
、市
議
会
で
は
、新
潟
県

中
魚
沼
郡
津
南
町
を
訪
問
し
、研
修

テ
ー
マ
の｢

長
野
県
北
部
地
震
に
お

け
る
被
害
状
況
と
復
旧
・
復
興
施
策

及
び
国
営
総
合
農
地
開
発
畑
・
堆
肥

セ
ン
タ
ー｣

に
つ
い
て
、説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
翌
日
、３
月
12

日
に
発
生
し
た
、長
野
県
北
部
地
震

（
震
度
６
弱
）で
受
け
た
被
害
は
、軽

傷
者
が
７
人
、建
物
の
被
害
は
１
０

９
１
棟
（
全
壊
48
棟
、大
規
模
半
壊
15

棟
、半
壊
90
棟
、一
部
損
壊
９
３
８
棟
）

で
、道
路
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
に
も

多
く
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

津
南
町
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯

の
た
め
、こ
れ
か
ら
の
雪
が
降
る
時

期
を
控
え
て
住
宅
の
修
理
や
道
路
の

復
旧
が
急
務
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

◆
埼
玉
西
部
消
防
組
合
の
設
立
に
つ
い
て

Q　

広
域
化
に
伴
う
課
題
は
な
に
か
。

A　

建
て
替
え
な
ど
が
必
要
な
時
期
に
な
っ
て
い
る
署
所
も

あ
る
こ
と
か
ら
、広
域
後
は
長
期
的
な
視
点
か
ら
地
域
の
理

解
を
得
な
が
ら
署
所
配
置
の
見
直
し
を
行
い
、適
正
配
置
の

検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

◆
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Q　

笹
井
保
育
所
、狭
山
台
保
育
所
の
給
食
調
理
業
務
委
託

事
業
費
に
係
る
債
務
負
担
行
為
の
追
加
に
つ
い
て
、支
出
予

定
額
の
算
出
根
拠
は
。

A　

１
カ
所
当
た
り
の
各
年
度
の
人
件
費
相
当
分
は
、正
規

職
員
３
名
、臨
時
職
員
２
名
分
で
１
３
２
０
万
円
、光
熱
水
費

を
含
む
管
理
費
な
ど
３
８
０
万
円
、計
１
７
０
０
万
円
で
あ

る
。２
カ
所
で
年
額
３
４
０
０
万
円
、５
年
間
の
合
計
で
１
億

７
千
万
円
と
し
た
。算
出
根
拠
の
内
訳
は
、人
件
費
と
管
理
費

な
ど
に
分
け
て
算
定
し
て
い
る
が
、そ
の
配
分
は
固
定
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

【
意　

見
】

▼
予
算
額
が
下
が
っ
た
の
な
ら
請
願
の
意
味
も
分
か
る
が
、

そ
れ
を
維
持
し
今
日
ま
で
発
展
的
に
来
て
い
る
。増
額
拡

充
と
い
う
要
請
の
趣
旨
は
分
か
る
が
、趣
旨
採
択
が
妥
当

で
は
な
い
か
と
思
う
。

▼
他
の
施
策
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
あ
り
、金
額
は
執
行
部

の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
る
し
か
な
い
と
考
え
る
。請
願
の
趣
旨

は
分
か
る
が
、趣
旨
採
択
が
相
当
で
あ
る
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、趣
旨
採
択
と
決
定
し
た
。

◆
閉
会
中
の
特
定
事
件
審
査

　

市
立
幼
稚
園
の
あ
り
方
と
統
廃
合
に
関
す
る
基
本
方
針

（
案
）に
つ
い
て
、担
当
者
の
出
席
を
求
め
審
査
を
行
っ
た
。

Q　

園
児
数
の
確
保
対
策
は
。

A　

設
備
面
や
教
育
内
容
を
充
実
し

て
、研
究
園
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

で
、遠
く
て
も
通
っ
て
も
ら
え
る
幼

稚
園
に
し
て
い
く
。

Q　

通
園
手
段
の
対
策
は
。

A　

遠
方
か
ら
の
送
迎
の
対
応
と
し

て
駐
車
場
の
確
保
を
検
討
し
て
い
る
。

Q　

学
区
の
違
う
幼
稚
園
か
ら
小
学

校
へ
の
進
学
に
際
し
て
の
連
携
は
。

A　

個
人
情
報
の
保
護
に
注
意
し
な
が
ら
指
導
の
経
過
を
引

継
ぎ
、ス
ム
ー
ズ
な
進
学
に
努
め
る
。

【
意　

見
】

▼
子
ど
も
た
ち
の
環
境
が
よ
く
な
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、

保
護
者
の
不
安
や
課
題
に
つ
い
て
は
、時
間
を
か
け
て
十

分
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
車
が
な
く
て
通
園
で
き
な
い
方
に
、で
き
る
範
囲
の
支
援

を
さ
れ
た
い
。

◆
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

Q　

給
食
調
理
の
委
託
化
で
給
食
が
提
供
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
の
対
応
策
は
。

A　

万
が
一
の
際
は
市
の
責
任
で
、他
の
保
育
所
か
ら
の
応

援
な
ど
に
よ
り
、滞
り
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

Q　

安
全
や
衛
生
管
理
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A　

十
分
意
識
し
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。

◆
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

Q　

下
水
道
事
業
の
計
画
処
理
人
口
、計
画
１
日
最
大
処
理

能
力
が
減
少
す
る
が
、負
担
金
に
は
影
響
は
あ
る
の
か
。

A　

計
画
を
構
成
し
て
い
る
10
市
３
町
の
う
ち
、狭
山
市
の

人
口
割
合
は
現
在
９
・
７
％
で
、変
更
後
は
９
・
４
％
に
な
る

こ
と
か
ら
、負
担
金
の
額
は
減
少
す
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　

平
成
36
年
の
狭
山
市
の
推
計
人
口
が
14
万
７
７
０
０
人

と
な
る
根
拠
は
何
か
。

A　

県
の
人
口
推
計
と
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
構
想
を
参

考
に
、市
の
人
口
を
推
計
し
て
い
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

Q　

狭
山
市
駅
上
諏
訪
線
整
備
事
業
の
建
物
調
査
お
よ
び
交

通
量
調
査
は
、今
年
度
中
に
実
施
で
き
る
の
か
。

A　

今
年
度
中
に
完
了
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
閉
会
中
の
特
定
事
件
審
査

　

道
路
お
よ
び
橋
り
ょ
う
整
備
状
況
に
つ
い
て

　
　

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
に
係
る
事
務
を
調
査
し
た
。

◆
所
管
事
務
調
査

　

市
内
の
配
水
場
と
浄
水

場
の
停
電
時
な
ど
の
危
機

管
理
対
策
と
し
て
、送
水

圧
力
を
利
用
し
た
小
水
力

発
電
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
す
る
よ
う
、委
員
会
か

ら
要
望
を
行
っ
た
。

◆
市
道
路
線
の
認
定

”未
来
か
ら
の
使
者
‶
に

　
　
　
　
　

最
高
の
教
育
環
境
を
！

下
水
道
事
業
の
計
画
人
口
・

　
　
　

１
日
最
大
処
理
能
力
の
見
直
し

　

一
方
、基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振

興
に
力
を
入
れ
て
い
て
、新
規
就
農

者
の
受
入
れ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で

し
た
が
、今
も
な
お
、家
屋
や
道
路
な

ど
の
多
く
に
被
害
跡
が
残
っ
て
い
る

町
内
の
被
害
状
況
を
見
て
、地
震
の

大
き
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、津
南
町
を
初

め
て
訪
問
す
る
議
員
も
い
た
の
で
、

自
分
の
目
で
見
て
、自
分
の
足
で
歩

き
、各
自
が
友
好
交
流
都
市
津
南
町

を
再
認
識
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
一
日
も
早
い
復
興
を
望
み
、

今
後
の
交
流
に
さ
ら
な
る
弾
み
が
つ

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

友
好
交
流
都
市
・
津
南
町

長
野
県
北
部
地
震
の
被
害
と
復
興
状
況
を
視
察

津南町一口メモ
　津南町は新潟県の最南端に位置する、
人口約１万人の町です。「魚沼産こしひ
かり」の産地として有名な農業の盛んな
町で、平成９年１月に狭山市と友好交流
都市を締結しました。町を流れる信濃川
の河岸段丘は日本一と言われ、日本名水
百選にもなっている ｢竜ケ窪の水｣は、毎
年11月に狭山稲荷山公園で開催される
さやま大茶会の野点で使われています。

｢子ども･子育て新システム｣の撤回
を求める意見書      

　政府は７月29 日の少子化社会対策会議において
｢子ども･子育て新システムに関する中間とりまと
め｣を決定し､「平成23年度中に必要な法制上の措置
を講じることとされている税制抜本改革とともに､
早急に所要の法律案を国会に提出する」との方針を
示した。
　新システムの導入は､保育現場に市場原理を持ち
込むこととなり､福祉としての保育制度が維持され
ないことや保護者の負担増につながる制度の見直
しとなるなどの懸念があることから､これまで国の
責任で福祉として行われてきた保育制度の根幹が
大きく揺らぐ恐れがある。
　また､新システム導入に必要とされる約１兆円の
財源は明確になっておらず､現状では新システム導
入は極めて不透明な情勢となっている｡このままで
は､平成24年度からの保育施策がどのような方向性
になるのか明確ではなく､保育現場に混乱や不安を
招くことになる。
　よって､国においては､誰もが安心して利用でき
る保育制度を維持･拡充するため､下記の項目を早
急に実施するよう強く要望する。

記
１　子ども･子育て新システムについて､財源的な
見通しが立たない中での移行は困難であり､｢今
年度中の法律案提出｣との方針を撤回すること。
２　保育制度の見直しに当たっては自治体の実情
を勘案するとともに､保護者､保育現場等の意見
を十分尊重し､慎重に検討すること。
３　来年度予算の編成に当たっては ｢安心子ども基
金｣の拡充等､保育の充実に向けた地方の創意工
夫が生かされるよう所要の措置を講ずること。

再生可能エネルギーへの転換
を求める意見書

　東日本大震災による大津波の影響で福島第一原子
力発電所は全機能が停止し､冷却水の喪失から水素
爆発や炉心溶融などを引き起こし､空気中に大量の
放射性物質を放出した｡その影響は現在も広範囲に
及ぶなど､今回の事態の深刻さを物語っている。
　また､放射性物質による汚染を受けた周辺地域で
は､広範囲に避難指示が出され､多くの住民が避難生
活を余儀なくされている。
　さらに､農作物への汚染や風評被害も深刻化して
おり､本市においても特産物のお茶に対する被害と
風評被害は､生産農家や茶商に甚大な影響を及ぼし
ている。
　今回の事故により､立地地域の住民のみならず､日
本全国どこでもひとたび事故が起これば放射性物質
による被害の危険性があることが明らかとなった。
　よって､国においては､福島第一原子力発電所の一
刻も早い収束を図ることはもとより､国内すべての
原子力発電所の安全安心を確保するとともに､誰も
が安心して暮らせるよう､再生可能エネルギーへの
転換等による電力確保対策を推進し､原子力発電へ
の依存を段階的に縮小させるため､下記の事項につ
いて特段の努力を講じるよう要望する。

記
１　従来のエネルギー政策を抜本的に見直し､効果
的なエネルギー消費の削減策を立てるとともに､
太陽光､小水力､風力､地熱などの再生可能エネル
ギーへの速やかな転換を図ることにより､既存の
原子力発電所の段階的縮小を進めること。
２　原子力災害の徹底究明と情報開示をはじめ､安
全指針の抜本的な見直し､再発防止策の実施を早
急に行い､全国の原子力発電所の安全対策に万全
を期すること。

入間川地内の路線
認定箇所を視察　

降雪期を控え、一日も早い復旧が必要

５
市
に
よ
る
消
防
広
域
化
実
現
へ

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会


